
 

 

 

 

 
 

学生相談室だよりLilaは第 100号を迎えました！！これまでたくさんの教職員の方々からエッセイをご寄稿いた

だき、発行し続けてこれたことをこの場を借りて改めて感謝申し上げます。エッセイのテーマは設けず、毎回自由に

書いてもらえるようお願いしていますが、執筆者が大切にしている考え方や日々心掛けていること、学生時代の体

験談に関するものが多く、自分自身と照らし合わせて共感したり、新たな気付きを得たりすることができるものばか

りです。バックナンバーは n☆starから読むことができますので、是非この機会に読んでみてくださいね。 

                                    

 
 

別の視点 
「ボクのお父さんは、桃太郎というやつに殺されました。」 10 年程前、いつものようにざーっと新聞を眺め

ていた私の目に、このコピーが飛び込んできました。傍らには赤鬼の子どもが涙を流して立っているイラスト

が添えられています。これは、日本新聞協会広告委員会が行った「新聞広告クリエーティブコンテスト」の

2013年度最優秀賞作品です。 

皆さんご存知の通り、童話「桃太郎」は、桃から生まれた子どもがおじいさんとおばあさんに大切に育てら

れ、大きくなって仲間と一緒に鬼退治に出かけて勝利をおさめ、財宝を手に入れて家族で幸せに暮らしまし

た、という物語です。冒頭のコピーは、この「桃太郎」の物語を退治された鬼の子どもの視点に立って捉えて

みたら、一体どのようなストーリーになるだろうか、ということを読み手に投げかけています。 

私たちは、自分が見えているものがたった一つの真実であると信じやすい性質をもっています。しかし、人は、

個々人の感じ方や考え方を通して、その人の立場や関係性、文脈に基づいて、物事を体験しています。今回

は、視聴者に複数の視点を提示する映画を 3 作品ご紹介したいと思います。「怪物」と「羅生門」は、一つの

出来事を複数の視点から描いており、登場人物それぞれにそれぞれのストーリーがあることに気付かせられ

る作品です。「カモンカモン」は、これら 2作品と構成は異なりますが、大人の視点と子どもの視点が交錯する

ような描かれ方から、両者の間で起こる心の動きに触れます。人のもつさまざまな感情や人間関係の複雑さ、

他者と通じ合う喜びなど・・・別の視点に立ってみることで知ることはたくさんあるなと感じます。 
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（学生相談室カウンセラー 中谷紫乃） 

 

「怪物」（2023 年製作／日本／是枝裕和監督） 

とある郊外の小学校で子ども同士の喧嘩が起きました。この喧嘩を巡って、子ども、

親、教員それぞれの主張は食い違い、次第に社会やメディアを巻き込んで大事になってい

きます。登場人物それぞれの視線を通した「怪物」探しの果てにいったい何をみるか。「怪

物」とは何か。観る者に問いが投げかけられます。 

「カモンカモン」（2021年製作／アメリカ／マイク・ミルズ監督） 

主人公ジョニーは、妹から頼まれて甥ジェシーの面倒をみることになり、共同生活が始

まりました。ストレートな物言いのジェシーにジョニーは困惑しますが、笑い合い、ぶつかり

合い・・・気持ちの通った関わりによって 2人の心の距離は縮まっていきます。 

「羅生門」（1950 年製作／日本／黒澤明監督） 

原作は芥川龍之介の短編『薮の中』。舞台は平安時代、盗賊の多襄丸が侍夫婦の妻に乱

暴し、夫を殺害するという出来事が起こります。加害者の盗賊は捕われ裁判となります

が、加害者、被害者の妻、イタコを使って呼び寄せた夫の霊はそれぞれ全く異なる供述を

しました。本作によって、同じ出来事を複数の異なる視点から描く手法は「羅生門スタイ

ル」と呼ばれるようになったそうです。 

 



 

                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今後の精神科医師相談日◇ 

12/20（水）10：00～12：00 

1/11（木）15：00～17：00 

1/17（水）10：00～12：00 

 

学学生生相相談談室室のの利利用用案案内内 

◆オープンスペース◆ 

学生相談室内には、誰でも利用できるオープンスペース 

があります。事前予約の必要はなく、相談予約のない人も 

利用できます。学生相談室開室時間中はいつでも出入り 

自由です。 

利用する皆さんが静かにリラックスして過ごせるように、 

原則お一人での利用をお願いしています。 

             居場所のひとつに加えてみてくださいね。 

《編集後期》 

先日、長年お世話になっていたレンタルショップが閉店しました。

映画は、もちろん鑑賞することに楽しみがありますが、レンタルショッ

プに行って、映画のタイトルやディスクジャケットを見渡して、その時

の自分の気分にぴったりくる作品を選ぶ時間も私にとってはとても

大事なものだったので、非常に残念に思いました。これを機にサブ

スクに手を出してみたのですが、その作品数に驚き！欲しい物がす

ぐ手に入るラクチンさに飲み込まれてしまいそうです・・・。（中谷） 

 
 

  

◆開室時間◆ 

平日 9：００～17：００  
 

 

年末年始（１２月２７日～１月８日）は閉室となります。 

春休み期間中（1月 30日～3月 31日）は、平日 10:00～17:00で開室しています。 
 

※開室時間が変更になる場合があります。 ポータルサイト（n☆star）より、 

 「施設・学生支援」→「学生相談室」のトップページ「学生相談室カレンダー」を確認のうえ、ご利用ください。 

◆相談利用方法◆ 

相談には心の専門家である臨床心理士が応じます。予約は直接

来室するか、メールまたは電話でご連絡ください。メールで予約する

場合は、学籍番号と氏名、希望する曜日や時間帯をいくつか明記し

てください。初回の相談時間は 50分間となります。 

心身の健康のこと、対人関係のこと、学生生活のこと、進路のこ

となど、どのようなことでも構いません。遠慮なくご相談ください。 

◇相談スタッフ◇ 

中谷
な か や

 紫乃
し の

 （月・火・水・木 担当） 

安部
あ べ

 美紀
み き

 （月・火・木・金 担当） 

三谷
み た に

 愛
あい

   （水・金 担当) 

◆精神科医による心の健康相談◆ 

学生相談室では、精神科医師による相談日を設けています。 

気になる症状がある場合、医療機関の受診や服薬に関する心配

がある場合など、精神科医師からアドバイスを受けたい方はご利用

ください。無料で相談することができます。 

予約は電話またはメールで、学生相談室へお申し込みください。 

 

 

 

 

オープンスペースには、スタッフが選んだ 

閲覧自由・貸出可能な図書があります！  

「違国日記」  ヤマシタトモコ 

人とのコミュニケーションが苦手な 35 歳・小説家の槙

生（まきお）は、両親を亡くした 15 歳の姪・朝（あさ）を

引き取ることにしました。2 人の共同生活を舞台にした

朝の成長物語です。「あなたの感じ方はあなただけのも

ので誰にも責める権利はない」など、心に刺さる言葉の

数々に励まされる読者はきっと多いと思います。 

 

オススメ 


